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平成30年度一般会計
実質収支（残ったお金）

6773万円
●実質収支（黒字）6773万円
　6778万円（歳入歳出差引額）
　－５万円（翌年度へ繰り越す財源）
そのうち約半分を
▽財政調整基金に積立（貯金）
� 3400万円
� ※昨年度比800万円減
▽令和元年度に繰り越し� 3373万円

【財政調整基金】
（町の貯金）
２億7176万円

昨年度比 9730万円減

一般会計決算額　歳入額69億1963万円
　　　　　　　　歳出額68億5185万円 認定

一般会計決算実質収支と財政調整基金・地方債残高

　

平
成
30
年
度
の
決
算
は
、
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
、
議
員

全
員
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会
（
菊
谷
忠
光
委
員
長
）
を
設
置
し
て
審
査
。
特
別
会
計
、
企
業
会

計
決
算
は
総
務
文
教
・
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
審
査
し
た
結
果
、
全
て
の
決
算

を
原
案
ど
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

一般会計決算額内訳

【地方債現在高】
（町の借金）
96億701万円

昨年度比 ２億8960万円減

歳入額決算
69億

1963万円

歳出額決算
68億

5185万円

町税
７億8918万円
（11.4%）

町税
７億8918万円
（11.4%）

町債
４億9320万円（7.1％）
町債
４億9320万円（7.1％）

県支出金
４億4545万円（6.5％）
県支出金
４億4545万円（6.5％） 地方交付税

33億7857万円
（48.8%）

地方交付税
33億7857万円
（48.8%）

地方消費税交付金
１億8129万円（2.6％）
地方消費税交付金
１億8129万円（2.6％）

地方譲与税
6447万円（0.9％）
地方譲与税
6447万円（0.9％）

公債費
８億7743万円
（12.8％）

公債費
８億7743万円
（12.8％）

土木費
６億600万円
（8.8％）

土木費
６億600万円
（8.8％）

農林水産業費
３億6047万円（5.3％）
農林水産業費
３億6047万円（5.3％）

議会費 6804万円（1.0％）議会費 6804万円（1.0％）

商工費
１億323万円（1.5％）
商工費
１億323万円（1.5％）

災害復旧費
235万円（0.0％）
災害復旧費
235万円（0.0％）

労働費 69万円（0.0％）労働費 69万円（0.0％）

国庫支出金
５億3549万円（7.8％）
国庫支出金
５億3549万円（7.8％）

民生費
16億8011万円
（24.5％）

民生費
16億8011万円
（24.5％）

総務費
19億3759万円
（28.3％）

総務費
19億3759万円
（28.3％）

消防費
４億1676万円（6.1％）
消防費
４億1676万円（6.1％）

その他
〔使用料や手数料など〕
10億3198万円（14.9％）

その他
〔使用料や手数料など〕
10億3198万円（14.9％）

衛生費 ４億887万円（6.0％）衛生費 ４億887万円（6.0％）

教育費
３億9031万円（5.7％）
教育費
３億9031万円（5.7％）

1

2

3

4

5
億

26年度  　27年度  　28年度　  29年度  　30年度

１億6038万円

３億9794万円
３億6906万円

４億2706万円

２億7176万円

財政調整基金（貯金）
５カ年の推移

90

95

100

105

110
億

26年度  　27年度  　28年度　  29年度  　30年度

105億1990万円

99億8813万円 98億9661万円
101億9205万円

96億701万円

地方債残高（借金）
５カ年の推移
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各会計決算の
　　　　状況は

平成30年度

決　算

� ※決算額は万円単位（四捨五入）で表示しています

会 計 別 歳　　入 歳　　出 差し引き 地方債（借金）残高
一 般 会 計 69億1963万円 68億5185万円 6778万円 96億701万円

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 事 業 16億3497万円 15億6863万円 6634万円 －
農 業 集 落 排 水 事 業 1億3783万円 1億3600万円 183万円 11億3891万円
小 規 模 水 道 事 業 833万円 700万円 133万円 2935万円
公 共 下 水 道 事 業 3億6541万円 3億6244万円 297万円 25億7253万円
墓 地 公 園 事 業 97万円 95万円 2万円 －
介 護 保 険 事 業 15億6190万円 15億2136万円 4054万円 －
後 期 高 齢 者 医 療 1億2726万円 1億2437万円 289万円 －
水 産 業 振 興 事 業 3835万円 3201万円 634万円 －

企業会計決算状況
� ※決算額は万円単位（四捨五入）で表示しています

水 

道 

事 

業

収　　益　　的　　収　　支 資　　本　　的　　収　　支
事業収益 事業費用 差し引き 資本的収入 資本的支出 差し引き

２億8470万円 ２億5466万円 3004万円 5830万円 １億5706万円 △9876万円
地方債残高　　16億9260万円（平成29年度から旧簡水特別会計と統合）

※�資本的収支不足額9876万円は、当年度分損益勘定留保資金8029万円及び繰越利益剰余金処分額1847万円で補てん

各会計決算状況

橋梁補修事業
7100万円

現地審査
（７月29日実施）

決算審査
（７月19日～26日実施） 監

査
委
員
に
よ
る

決　

算　

審　

査

　

決
算
審
査
は
、
毎
年
度
、

町
会
計
管
理
者
等
が
提
出
し

た
決
算
書
類
及
び
証
書
類
な

ど
を
、
町
長
か
ら
の
依
頼
に

よ
り
監
査
委
員
が
審
査
し
ま

す
。
町
各
担
当
か
ら
歳
入
・

歳
出
項
目
毎
に
説
明
を
求
め

確
認
、
決
算
年
度
に
実
施
し

た
主
な
事
業
に
つ
い
て
、
現

地
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

監
査
委
員
は
こ
の
後
に
、
決

算
審
査
意
見
書
（
５
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
）
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

一般会計主な事業
除排雪事業

１億2736万円
はまなす公園サニタリー棟建替事業

3006万円
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令和元年
第３回
定例会
会期

９月６日～12日
　

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
６
日
か
ら
12
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
開
会
初
日
、
本
定
例
会
に
先
立
ち
、
令
和
元
年
８
月
24
日
逝
去
さ
れ
た
故
一
戸
千
代
久

議
員
の
ご
冥
福
を
祈
り
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
、
渋
谷
悦
男
議
長
に
よ
る
追
悼
演
説
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
定
例
会
に
は
、議
案
37
件
、意
見
書
案
１
件
、報
告
２
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
日
の
一
般
質
問
で
は
、
議
員
５
人
が
安
心
お
出
か
け
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
、
七
里

長
浜
港
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
除
雪
体
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
な
ど
町
政
へ
問
い
ま
し

た
。（
質
問
内
容
は
６
～
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

　
最
終
日
に
は
、
11
日
の
各
常
任
委
員
会
、
決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
議
案
等
38

件
が
本
会
議
に
お
い
て
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
等
は

次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新庁舎建設工事請負の契約締結へ
� １８億２６００万円

追
　
　
悼

▼
条
例
制
定

町
森
林
環
境
整
備
基
金
条

例
の
制
定
に
つ
い
て�

可
決

　

森
林
の
有
す
る
公
益
的
機

能
の
維
持
増
進
を
図
る
た
め
、

国
か
ら
譲
与
さ
れ
る
森
林
環

境
譲
与
税
に
係
る
基
金
を
創

設
し
、
森
林
環
境
整
備
基
金

の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に

関
す
る
事
項
を
定
め
る
た
め
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

▼
条
例
廃
止

町
大
高
山
ス
キ
ー
場
設
置

条
例
の
廃
止�

可
決

　

施
設
老
朽
化
等
に
伴
う
、

廃
止
の
た
め
の
も
の
。

　

定
例
会
に
先
立
ち
行
わ
れ

た
追
悼
演
説
（
８
月
24
日
逝

去
さ
れ
た
、
故
一
戸
千
代
久

議
員
に
対
す
る
）
を
行
う
渋

谷
悦
男
議
長

▼
条
例
の
一
部
改
正�

可
決

消
費
税
率
及
び
地
方
消
費

税
率
の
改
定
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条

例
の
改
正

　

10
月
１
日
か
ら
、
消
費
税

率
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
町
の
規
定

す
る
使
用
料
の
額
等
を
改
定

す
る
た
め
の
所
要
の
改
正
。

施
設
の
使
用
料
金
体
系
の

見
直
し
等
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
改
正

　

町
教
育
委
員
会
が
所
管
す

る
各
施
設
の
使
用
料
金
体
系

の
見
直
し
等
並
び
に
消
費
税

率
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
に
伴
う
、
町
の
関
係

条
例
の
所
要
の
改
正
。

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方

自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
の
改
正

　

会
計
年
度
任
用
職
員
（
自

治
体
で
雇
わ
れ
て
い
る
臨
時

職
員
等
の
身
分
や
待
遇
が
見

直
し
さ
れ
る
）
等
に
関
す
る

規
定
を
整
備
す
る
た
め
の
所

要
の
改
正
。

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

適
用
。

町
表
彰
条
例
の
一
部
改
正

　

町
表
彰
式
の
期
日
を
11
月

23
日
か
ら
毎
年
２
月
中
、
町

長
が
定
め
る
日
に
期
日
を
改

め
る
（
秋
冬
に
行
わ
れ
る
各

種
大
会
結
果
等
を
反
映
し
や

す
く
す
る
）
た
め
の
改
正
。

▼
令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算�

可
決

　

一
般
会
計
予
算
は
、
歳

入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
８

１
９
１
万
円
増
額
し
、
補
正

後
の
予
算
総
額
は
72
億
２
７

５
６
万
６
０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
補
正
予
算
】

・
普
通
交
付
税

　

１
億
６
３
０
万
８
０
０
０
円

・�

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

費
補
助
金
（
防
災
た
め
池

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
等

に
関
す
る
も
の
）

�

１
１
６
１
万
６
０
０
０
円

・�

減
債
基
金
繰
入
金
（
繰
上

償
還
財
源
）

�

８
１
２
５
万
６
０
０
０
円

・
前
年
度
繰
越
金

�

３
３
７
２
万
４
０
０
０
円

【
主
な
歳
出
補
正
予
算
】

・
基
金
積
立
金

�

３
０
０
０
万
円

・�

農
地
振
興
費
（
防
災
た
め

池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

等
に
関
す
る
も
の
）

�

１
１
７
１
万
２
０
０
０
円

・
繰
上
償
還
元
金

�

８
１
２
５
万
６
０
０
０
円
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▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結

�

可
決

【
工
事
名
】

　

新
庁
舎
建
設
工
事

【
概
要
】

　

�

令
和
３
年
３
月
19
日
ま
で

を
工
期
と
す
る
新
庁
舎
建

設
工
事
に
つ
い
て
、
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

【
仮
契
約
日
】

�

令
和
元
年
８
月
23
日

【
契
約
業
者
】

�

株
式
会
社
伊
藤
鉱
業

【
契
約
金
額
】

�

18
億
２
６
０
０
万
円

�

（
消
費
税
込
）

▼
意
見
書
案
第
２
号

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制

定
に
関
す
る
意
見
書�

可
決

【
内
容
】
過
疎
対
策
に
つ
い

て
は
、
昭
和
45
年
に
「
過
疎

地
域
対
策
緊
急
措
置
法
」
制

定
以
来
、
４
次
に
よ
る
特
別

措
置
法
の
制
定
に
よ
り
、
総

合
的
な
過
疎
対
策
事
業
が
実

施
さ
れ
、
当
町
に
お
い
て
も

生
活
環
境
の
整
備
や
産
業
の

振
興
な
ど
一
定
の
成
果
が
見

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
行
の
「
過
疎
地
域
自
立

促
進
特
別
措
置
法
」
が
令
和

３
年
３
月
末
を
も
っ
て
失
効

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
過
疎
地
域
に
住
み

続
け
る
住
民
に
と
っ
て
安

心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域

と
し
て
健
全
に
維
持
さ
れ
る

た
め
、
新
た
な
過
疎
対
策
法

の
制
定
を
強
く
要
望
す
る
も

の
で
す
。

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、

総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
農

林
水
産
大
臣
、
国
土
交
通
大

臣

　

平
成
30
年
度
の
決
算
状
況

を
見
る
と
、
町
税
の
収
入
額

に
は
こ
こ
数
年
来
大
き
な
差

異
は
な
く
、
人
口
減
少
等
に

よ
り
町
税
の
大
幅
な
収
入
増

は
期
待
で
き
ず
、
地
方
交
付

税
も
減
額
算
定
と
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
。

　

歳
出
に
つ
い
て
も
町
債
残

高
が
減
少
し
て
は
い
る
も
の

の
、
一
般
会
計
で
96
億
円
、

特
別
会
計
等
を
合
計
し
た
町

全
体
で
は
１
５
３
億
円
を
超

え
て
お
り
、
未
だ
厳
し
い
財

政
状
況
に
あ
る
こ
と
は
否
め

な
い
。
ま
た
、
新
庁
舎
建
設

と
い
っ
た
避
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
経
費
の
増
加
を
控
え
、

建
設
に
あ
た
り
有
利
な
起
債

決
算
審
査
意
見�

監
査
委
員　

増
田　

晶
夫

　
　
　
　
　

菊
谷　

忠
光

～
総
合
的
・
計
画
的
な
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
を
～

を
活
用
す
る
と
は
い
え
、
将

来
的
に
財
政
の
硬
直
化
を
招

く
こ
と
の
な
い
よ
う
的
確
な

財
政
運
営
計
画
の
も
と
、
引

き
続
き
経
費
削
減
の
た
め
事

務
事
業
の
見
直
し
、
町
債
発

行
の
抑
制
、
定
員
管
理
の
適

正
化
等
、
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
行
財
政
改
革
に
取
り
組

む
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

額
は
、
３
億
１
８
４
５
万
４

０
０
０
円
と
な
り
、
前
年
度

に
比
べ
て
大
幅
な
増
加
と

な
っ
て
お
り
、
寄
附
の
受

付
・
返
礼
に
係
わ
る
事
務
量

増
加
に
対
す
る
職
員
の
負
担

も
増
し
て
い
る
。
事
務
手
続

き
等
に
遺
漏
の
な
い
よ
う
、

よ
り
適
正
な
処
理
に
努
め
、

地
域
創
生
に
つ
な
が
る
明
確

な
使
途
と
さ
れ
た
い
。

【
要
望
】
七
里
長
浜
港
の
計

画
的
整
備
に
つ
い
て

　

新
た
な
港
湾
整
備
計
画
に

つ
い
て
、
早
期
に
示
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
望
む
も
の
で

あ
る
。

鰺
ヶ
沢
町
議
会
議
員

一
戸
　
千
代
久
議
員�

ご
逝
去

　

一
戸
千
代
久
議
員（
77
歳
）

が
、
去
る
令
和
元
年
８
月
24

日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
戸
議
員
は
、
平
成
16
年

３
月
一
般
選
挙
に
て
初
当
選

以
来
、
議
会
改
革
特
別
委
員

長
、
第
21
代
町
議
会
議
長
を

歴
任
さ
れ
、
15
年
５
ヶ
月
に

わ
た
り
町
政
の
発
展
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
町
議
会
一
般
質

問
で
は
、毎
回
質
問
に
立
ち
、

質
問
事
項
も
「
七
里
長
浜
港

の
工
事
と
活
用
促
進
に
つ
い

て
」「
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
つ
い
て
」「
中
村
川
の

防
災
に
つ
い
て
」「
町
営
の

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
」

と
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
事

前
の
調
査
や
知
識
の
深
さ
に

は
、
常
に
議
員
の
責
務
を
全

う
し
よ
う
と
い
う
強
い
意
志

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
林
業
振
興
や
農
業

振
興
な
ど
に
も
力
を
注
が

れ
、
町
に
多
大
な
る
貢
献
を

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
故
人
の
ご
功
績
を

偲
び
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

10 月１日行われた新庁舎建設工事安全祈願祭

決算審査報告をする増田代表監査委員

（ 5 ）
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安
心
お
出
か
け
バ
ス
の
運
行
を
複
数
回
に

 

答
〈
利
用
促
進
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る
〉

一
般
質
問
　

９
月
定
例
会
で
は
、
５
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
町
の
行
財
政
全
般

に
関
し
、
町
長
の
考
え
や
町
の
施
政
方
針
を
問
い
ま
す
。

鶴田　悦子議員

一
週
間
に
複
数
回

の
バ
ス
運
行
を

問
・
安
心
お
出
か
け
バ
ス
の

運
行
に
つ
い
て
は
、
食
材
難

民
を
援
助
す
る
事
業
に
も

な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
鳴

沢
地
区
の
利
用
者
が
な
い
よ

う
で
す
が
、
そ
の
理
由
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

歩
行
困
難
者
に
対
し
て
、
門

口
（
自
宅
前
）
で
乗
降
さ
せ

る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の

か
。
２
点
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁
・
千
島
政
策
推
進
課
長

　

安
心
お
出
か
け
バ
ス
は
、

近
く
に
買
い
物
が
で
き
る
商

店
等
が
な
い
地
域
に
住
み
、

か
つ
自
ら
が
移
動
手
段
を
持

た
な
い
高
齢
者
を
対
象
に
、

買
い
物
な
ど
の
外
出
を
支
援

す
る
事
業
で
、
鰺
ヶ
沢
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

鳴
沢
地
区
に
利
用
者
が
な

い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で

す
が
、
こ
の
バ
ス
を
利
用
す

る
に
は
、
事
前
の
利
用
登
録

と
、
利
用
し
た
い
日
ご
と
の

予
約
が
必
要
で
、
鳴
沢
地
区

で
登
録
さ
れ
て
い
る
方
が
１

人
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
方

は
現
在
、
自
立
歩
行
が
難
し

い
と
い
う
こ
と
で
、
買
い
物

に
つ
い
て
は
別
な
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
歩
行
困
難
者
に
対

す
る
自
宅
前
で
の
乗
降
に
つ

い
て
は
、
こ
の
バ
ス
を
利
用

出
来
る
条
件
と
し
て
お
願
い

し
て
い
る
こ
と
が
、
一
人
で

バ
ス
に
乗
降
が
で
き
、
買
い

物
も
一
人
で
歩
け
る
方
を
条

件
と
し
て
お
り
、
あ
る
程
度

の
自
力
歩
行
が
出
来
る
方
の

み
の
利
用
と
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
バ
ス
の
乗
降
の
場
所

に
つ
き
ま
し
て
は
、
出
来
る

限
り
家
の
前
と
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
バ
ス
は
乗
り
合

い
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
利

用
者
に
も
迅
速
な
送
迎
が
で

き
る
よ
う
、
運
行
ル
ー
ト
の

通
り
ま
で
出
て
き
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
買
い
物
帰
り

な
ど
で
、
手
荷
物
が
多
く
重

い
な
ど
の
場
合
は
、
出
来
る

だ
け
家
の
近
く
に
入
っ
て
い

く
よ
う
、
状
況
を
み
て
対
応

し
て
い
ま
す
が
、
自
力
歩
行

が
出
来
る
方
を
利
用
の
原
則

と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

問
・
一
週
間
に
一
度
だ
と
買

い
物
が
多
く
、
帰
り
は
大
変

で
す
。
バ
ス
運
行
を
一
週
間

に
複
数
回
に
す
る
と
か
、
考

え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
弁
・
千
島
政
策
推
進
課
長

　

現
状
の
バ
ス
運
行
は
、
バ

ス
１
台
で
地
区
別
に
日
時
を

決
め
て
走
っ
て
い
る
の
で
、

週
1
回
の
利
用
に
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　

今
後
は
、
委
託
先
で
あ
る

社
会
福
祉
協
議
会
と
も
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
利
用
促

進
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

意
見
・
も
う
少
し
細
か
く
各

家
庭
を
回
っ
て
み
る
な
ど
、

利
用
者
の
意
見
を
伺
い
、
施

策
を
よ
り
効
果
的
な
も
の
に

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
こ

と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

高
齢
者
に
対
し
て
気
の
届

い
た
行
政
を
お
願
い
し
た

い
。

　

町
で
は
、
町
内
在
住
の
高

齢
者
等
で
買
い
物
及
び
外
出

等
の
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る

方
を
対
象
と
し
た
バ
ス
を
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
、
有
償
で
運
行
し
て
い
ま

す
。 安

心
お
出
か
け

バ
ス
と
は

▼
利
用
方
法
は
…

　

�　

利
用
に
は
「
登
録
」
と

「
事
前
予
約
」
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
利
用
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
ま
ず
対
象

に
な
る
か
ど
う
か
を
町
社

会
福
祉
協
議
会
か
町
役
場

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
運
行
曜
日
は
…

　

�　

各
地
区
に
よ
り
運
行
曜

日
が
決
ま
り
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日（
祝
日
も
運
行
）

ま
で
運
行
し
ま
す
。（
土

曜
日
・
日
曜
日
は
運
休
）

▼
相
談
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

�

☎
８
２
―
１
６
０
２

　

町
役
場　

健
康
ほ
け
ん
課

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
２
―
２
１
１
１

安心お出かけバスのようす

（ 6 ）

一般質問／町政に問う！
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津
軽
港
と
名
称
変

更
予
定
で
あ
る
七

里
長
浜
港
の
今
後

は

菊谷　忠光議員

七
里
長
浜
港
利
活
用
の
た
め
の
港
湾
開
発
を

 

答
〈
県
、
関
係
14
市
町
村
と
協
議
す
る
〉

問
・
津
軽
港
と
名
称
変
更
予

定
で
あ
る
七
里
長
浜
港
は
、

新
た
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
再

出
発
と
い
う
意
味
も
込
め
ら

れ
て
い
る
と
思
う
が
、
港
湾

開
発
も
あ
わ
せ
て
今
後
港
は

ど
の
よ
う
に
利
活
用
さ
れ
る

の
か
、
お
答
え
願
い
ま
す
。

答
弁
・
千
島
政
策
推
進
課
長

　

七
里
長
浜
港
を
津
軽
港
へ

と
名
称
変
更
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
今
年
７
月
、
津
軽

地
域
14
市
町
村
長
連
盟
で
青

森
県
知
事
に
要
望
書
を
提
出

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
年
内

に
開
催
さ
れ
る
青
森
県
議
会

に
、
港
名
変
更
に
必
要
な
条

例
改
正
の
提
案
が
さ
れ
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

津
軽
港
へ
の
港
名
変
更
に

よ
る
、
港
の
利
活
用
に
関
す

る
戦
略
と
し
て
は
、
津
軽
の

知
名
度
を
大
い
に
利
用
し

て
、
日
本
海
側
に
あ
る
青
森

県
津
軽
地
方
の
港
湾
で
あ
る

と
い
う
認
識
を
強
め
る
こ
と

で
、
海
運
の
物
流
事
業
者
に

も
港
湾
の
位
置
が
分
か
り
や

す
く
な
り
、
現
在
取
扱
の
多

く
を
占
め
る
建
設
資
材
に
つ

い
て
も
、
新
た
な
事
業
者
の

利
用
に
期
待
が
持
て
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
観
光
面
で
言
え

ば
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港

に
大
い
に
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
す
。

津
軽
と
い
え
ば
、
り
ん
ご
、

白
神
山
地
、
津
軽
平
野
、
津

軽
三
味
線
、
津
軽
弁
と
い
っ

た
観
光
資
源
を
連
想
し
や
す

く
、
津
軽
港
の
後
ろ
に
広
が

る
、
津
軽
地
域
の
豊
か
な
観

光
資
源
を
武
器
に
、
ク
ル
ー

ズ
船
の
誘
致
に
繋
げ
て
い
こ

う
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
寄
港
し
た
に
っ
ぽ
ん
丸
の

再
度
の
誘
致
だ
け
で
な
く
、

今
後
は
そ
れ
以
外
の
国
内
外

の
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
も
目

指
し
、
県
の
港
湾
担
当
部
局

と
連
携
し
て
、
青
森
県
の
津

軽
地
方
の
港
湾
で
あ
る
津
軽

港
と
し
て
、
ポ
ー
ト
セ
ー
ル

ス
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で

す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、

津
軽
の
知
名
度
を
活
用
し
た

戦
略
で
、
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
・
津
軽
の
知
名
度
を
活
用

し
た
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
と
い

う
こ
と
で
、
観
光
面
を
強
調

し
て
い
ま
す
が
、
果
た
し
て

そ
れ
で
よ
い
の
か
、
港
湾
機

能
の
拡
充
と
い
っ
た
整
備
が

必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
そ

う
い
っ
た
計
画
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

答
弁
・
千
島
政
策
推
進
課
長

　

港
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
、
平
成
30
年
度
に
南

防
波
堤
の
延
伸
工
事
が
完
成

し
、
一
通
り
の
工
事
が
現
在

終
わ
っ
て
お
り
ま
し
て
、
現

段
階
で
具
体
的
な
建
設
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
。

に
つ
い
て
協
議
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
、
県
と
関
係
14

市
町
村
と
一
緒
に
な
っ
て
計

画
策
定
に
向
け
、
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

意
見
・
今
こ
の
町
に
必
要
な

の
は
、
経
済
産
業
振
興
に
よ

る
財
政
収
入
で
す
。
町
で
も

港
に
対
し
負
担
を
し
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
県
と
協
議
を

し
て
町
の
収
入
、
経
済
効
果

の
あ
る
港
の
計
画
的
整
備
を

何
と
か
お
願
い
し
ま
す
。

※
菊
谷
議
員
は
、
こ
の
ほ
か

に
も
次
の
よ
う
な
質
問
を
し

て
い
ま
す
。

◆
農
業
経
営
者
へ
の
環
境
整

備
支
援
に
つ
い
て

問
り
ん
ご
園
地
内
の
簡
易
ト

イ
レ
設
置
な
ど
に
つ
い
て
、

経
費
を
助
成
す
る
支
援
事
業

を
実
施
す
る
考
え
は
な
い

か
。

答
り
ん
ご
経
営
者
だ
け
で
な

く
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
が
必
要
と
考
え
て
い
る
の

で
、
各
分
野
に
お
い
て
何
が

必
要
か
、
何
が
で
き
る
か
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
・
現
在
、
具
体
的
な
建
設

計
画
が
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
一
日
も
早
く
新
た
な

ア
イ
デ
ア
や
発
想
で
、
新
た

な
整
備
計
画
の
策
定
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

が
、
町
は
ど
う
考
え
て
い
ま

す
か
。

答
弁
・
平
田
町
長

　

私
は
、
町
長
に
就
任
し
て

か
ら
機
会
あ
る
ご
と
に
、
港

の
整
備
は
津
軽
地
域
の
振
興

に
つ
な
が
る
と
、
何
回
も
何

回
も
訴
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

町
と
し
て
も
現
在
、
県
と

港
湾
整
備
事
業
計
画
の
策
定

七里長浜港入口

建設資材等が運ばれている港

延伸工事が完成した南防波堤

（ 7 ）
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除
雪
体
制
見
直
し
の
根
拠
が
わ
か
ら
な
い

 

答
〈
し
っ
か
り
説
明
し
、
意
見
を
伺
う
〉

東條　一彦議員

除
雪
体
制
の
見
直

し
は
、
あ
ま
り
に

乱
暴
な
や
り
方
で

は問
・
町
で
は
今
年
度
、
除
雪

体
制
を
見
直
す
と
し
、
昨
年

度
は
、
22
の
業
者
に
除
雪
作

業
を
直
接
委
託
し
て
い
た

が
、
見
直
し
後
は
、
７
業

者
・
７
ブ
ロ
ッ
ク
と
す
る
と

し
て
い
る
。

　

今
年
度
、
除
雪
業
者
を
入

札
で
７
業
者
し
か
選
ば
な
い

理
由
、
根
拠
は
何
か
。

　

ま
た
、
22
業
者
の
う
ち
、

外
さ
れ
た
15
業
者
の
こ
と
を

ど
う
思
う
か
、
お
答
え
願
い

ま
す
。

答
弁
・
神
建
設
課
長

　

昨
年
度
ま
で
は
、
業
者
数

及
び
業
者
が
使
用
す
る
重
機

数
に
応
じ
て
除
排
雪
ブ
ロ
ッ

ク
数
を
決
定
し
て
い
た
た

め
、
毎
年
受
け
持
つ
路
線
数

や
除
雪
延
長
が
変
動
し
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
町
と
し
て
は
、

最
適
な
工
区
割
を
検
討
し
決

定
す
る
に
あ
た
り
、
山
間

部
・
市
街
地
で
積
雪
状
況
が

全
く
違
う
当
町
の
気
象
状

況
、
地
域
や
各
集
落
に
お
け

る
除
排
雪
作
業
の
稼
働
時
間

な
ど
長
年
の
デ
ー
タ
を
も
と

に
、
作
業
規
模
、
地
域
の
特

徴
を
考
慮
し
た
結
果
、
町
内

を
７
工
区
に
分
け
、
業
者
委

託
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
も

作
業
的
に
も
、
最
も
効
率
的

で
あ
る
と
判
断
い
た
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
こ
れ
ま

で
、
平
成
29
年
度
は
19
ブ

ロ
ッ
ク
、
平
成
30
年
度
は
22

ブ
ロ
ッ
ク
を
業
者
へ
委
託
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
今
年

度
は
７
工
区
に
す
る
た
め
、

１
工
区
あ
た
り
の
路
線
数
、

除
雪
延
長
は
大
幅
に
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
１
つ
の
工

区
を
１
業
者
だ
け
で
対
応
で

き
る
規
模
で
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
昨
年
度
ま

で
委
託
し
て
い
た
個
人
事
業

者
や
落
札
で
き
な
か
っ
た
15

業
者
に
つ
い
て
も
、
今
ま
で

の
実
績
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
除
排
雪
事
業
に
は
欠

か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
・
町
内
を
７
工
区
に
分

け
、
業
者
へ
委
託
契
約
す
る

こ
と
が
な
ぜ
、
経
済
的
に
も

作
業
的
に
も
、
最
も
効
率
的

な
の
か
、
具
体
的
に
説
明
願

い
た
い
。

　

ま
た
、
外
さ
れ
た
15
業
者

を
除
排
雪
事
業
に
は
欠
か
せ

な
い
存
在
と
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
体

制
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
、

伺
い
ま
す
。

答
弁
・
神
建
設
課
長

　

後
日
、
昨
年
度
ま
で
参
加

し
て
い
た
業
者
な
ど
を
対
象

に
説
明
会
を
開
催
し
、
町
内

を
７
工
区
に
分
け
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な

わ
か
り
や
す
い
説
明
を
心
が

け
、
現
場
サ
イ
ド
か
ら
の
意

見
や
問
題
点
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
見
直
し
を
進
め
ま

す
。

　

町
と
し
て
は
落
札
業
者

と
、
そ
れ
以
外
の
業
者
と
の

協
力
体
制
を
構
築
し
、
ス

ム
ー
ズ
な
除
雪
、
排
雪
体
制

を
整
え
て
行
け
る
よ
う
、
指

導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

答
弁
・
平
田
町
長

　

今
回
の
見
直
し
は
、
初
め

て
の
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
説
明
責
任
を
し
っ
か
り

果
た
し
、
業
者
の
意
見
を
伺

い
反
映
さ
せ
、
除
雪
体
制
の

見
直
し
を
進
め
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

意
見
・
除
雪
体
制
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
指
名
業
者
の

選
考
基
準
も
い
ま
だ
不
透
明

で
あ
り
、
私
は
反
対
で
す
。

※
東
條
議
員
は
、
こ
の
ほ
か

に
も
次
の
よ
う
な
質
問
を
し

て
い
ま
す
。

◆
指
名
入
札
の
選
考
に
つ
い

て問
町
が
発
注
す
る
土
木
、
建

築
工
事
指
名
入
札
の
選
考
に

つ
い
て
、
明
確
な
指
名
基
準

を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
10
項
目
の
指
名
選
定
基
準

を
定
め
、
適
格
性
を
考
慮

し
、
総
合
的
に
判
断
し
て
い

る
。

除排雪作業のようす

除雪された町道のようす

（ 8 ）
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長
平
・
和
開
・
湯

舟
地
区
に
、
農
業

用
水
に
使
う
た
め

池
の
造
成
を

今　勝義議員

農
業
用
水
に
使
う
た
め
池
の
造
成
を

 

答
〈
関
係
者
の
意
向
を
調
査
す
る
〉

問
・
現
在
、
長
平
・
和
開
・

湯
舟
地
区
の
農
家
の
方
が
管

理
し
て
、
必
要
な
と
き
に
使

え
る
た
め
池
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

春
先
か
ら
原
野
火
災
も
多

発
し
て
お
り
、
た
め
池
は
防

災
に
も
役
立
つ
も
の
と
思
い

ま
す
。
町
長
、
現
地
を
確
認

し
、
農
業
用
水
に
使
え
る
、

た
め
池
の
造
成
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。
答
弁
を
お
願

い
し
ま
す
。

答
弁
・
一
戸
農
林
水
産
課
長

　

町
に
は
、
農
業
用
水
に
使

う
た
め
な
ど
に
人
口
的
に
作

ら
れ
た
取
水
設
備
を
有
し

た
た
め
池
は
、
４
２
３
カ

所
、
そ
の
う
ち
長
平
地
区
に

は
85
カ
所
、
湯
舟
地
区
に
は

１
２
０
カ
所
あ
り
ま
す
。

農
業
た
め
池
整
備
の
事
業
制

度
と
し
て
は
、
農
業
水
利
施

設
保
全
合
理
化
事
業
、
農
業

基
盤
整
備
促
進
事
業
、
農
地

耕
作
条
件
改
善
事
業
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
事
業
に
お
い
て

も
莫
大
な
事
業
費
と
な
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
、
そ
れ
に
伴

う
受
益
者
負
担
が
必
要
と
な

る
ほ
か
、
近
年
の
西
日
本
の

豪
雨
災
害
を
み
て
も
、
農
家

の
方
が
適
正
に
た
め
池
を
管

理
で
き
な
い
な
ど
、
防
災
・

減
災
上
の
観
点
か
ら
、
た
め

池
を
造
成
す
る
こ
と
は
非
常

に
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
既
存
施
設
の
有

効
利
用
と
関
係
者
の
合
意
に

よ
る
番
水
制
導
入
等
に
よ

り
、
渇
水
期
の
水
不
足
の
対

策
に
努
め
て
い
い
た
だ
き
、

町
と
し
て
は
関
係
者
の
意
向

を
調
査
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

問
・
た
め
池
の
造
成
は
、
地

域
の
農
家
の
方
々
の
声
で
あ

り
、
地
域
農
業
発
展
の
た
め

に
必
要
な
も
の
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
た
め
池
が
必
要
か

ど
う
か
に
関
し
て
は
、
ど
の

よ
う
な
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。

答
弁
・
一
戸
農
林
水
産
課
長

　

地
域
農
業
の
持
続
的
発
展

を
図
る
た
め
に
は
、
地
域
や

集
落
に
よ
る
徹
底
的
な
話
し

合
い
に
よ
り
解
決
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
、
た
め
池

を
整
備
す
る
こ
と
が
出
来
る

か
否
か
も
含
め
て
調
査
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
・
町
長
に
も
現
地
に
行
っ

て
、
地
域
の
農
家
の
方
々
の

声
を
聞
い
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
が
、
決
意
な
ど
な
い

で
し
ょ
う
か
。

答
弁
・
平
田
町
長

　

ま
ず
は
現
地
を
見
て
、
関

係
者
の
皆
さ
ん
の
お
話
を
伺

い
な
が
ら
、
町
と
し
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
必
要
で
あ
れ
ば
、
補

助
金
等
の
獲
得
の
た
め
、

県
・
国
に
当
然
要
望
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

意
見
・
こ
の
問
題
は
、
町
長

自
ら
が
解
決
策
を
示
さ
な
い

と
解
決
で
き
な
い
問
題
で
あ

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
今
議
員
は
、
こ
の
ほ
か
に

も
次
の
よ
う
な
質
問
を
し
て

い
ま
す
。

◆
猿
の
駆
除
に
つ
い
て

問
農
家
の
方
が
野
菜
を
作
れ

な
い
な
ど
の
被
害
を
受
け
て

い
る
。
対
策
を
講
じ
て
い
た

だ
き
た
い
。

答
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を
策

定
し
、
い
ろ
い
ろ
な
防
止
対

策
を
講
じ
て
い
る
。

　

今
後
も
駆
除
を
含
め
た
猿

対
策
を
徹
底
し
て
い
き
た

い
。

　

町
で
は
、
猿
の
外
に
、
ア

ラ
イ
グ
マ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

な
ど
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

が
あ
り
ま
す
。
対
策
と
し

て
、
追
い
払
い
の
花
火
の
配

布
、
ワ
ナ
な
ど
で
の
捕
獲
、

猟
友
会
に
依
頼
し
駆
除
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。

稲刈り後の田んぼに現れたサルの群れワナで捕獲されたアライグマ

長平地区にあるため池

（ 9 ）
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小
学
校
は
統
合
す
べ
き
で
は
な
い
か

 

答
〈
将
来
的
に
小
中
一
貫
教
育
を
進
め
る
〉

世永　富也議員

西
海
小
学
校
と
舞

戸
小
学
校
の
統
合

は問
・
現
在
、
小
学
校
の
児
童

数
は
、
西
海
小
学
校
１
１
２

名
、
舞
戸
小
学
校
は
２
０
９

名
で
あ
る
。
令
和
７
年
度
新

入
学
児
童
予
定
者
数
は
、
西

海
小
学
校
７
名
、
舞
戸
小
学

校
20
名
で
毎
年
減
少
予
定
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
西
海
小

学
校
と
舞
戸
小
学
校
は
統
合

す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
町
の

考
え
を
お
尋
ね
い
た
し
ま

す
。

答
弁
・
阿
彦
教
育
長

　

児
童
数
で
み
た
場
合
、
今

す
ぐ
統
合
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
で
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
昨
年
度
誕
生
し

た
子
が
小
学
校
に
入
学
す
る

６
年
後
ま
で
の
児
童
数
の
推

移
を
み
る
と
、
両
校
と
も
児

童
数
は
減
少
し
、
令
和
７
年

度
の
西
海
小
学
校
の
児
童
数

は
65
人
、
舞
戸
小
学
校
は

１
７
３
人
と
な
る
見
込
み

で
、
児
童
数
の
少
な
い
方
の

西
海
小
学
校
で
あ
っ
て
も
複

式
学
級
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

西
海
小
学
校
が
複
式
学
級
と

な
る
と
予
想
さ
れ
る
の
は
、

令
和
８
年
度
以
降
、
早
け
れ

ば
９
年
度
あ
た
り
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

一
般
的
な
児
童
数
だ
け
で

考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
複
式

学
級
が
で
き
る
、
そ
の
あ
た

り
が
統
合
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

問
・
一
般
的
な
児
童
数
か
ら

み
る
と
、
ま
だ
小
学
校
の
統

合
の
時
期
で
は
な
い
と
い
う

考
え
の
よ
う
で
す
が
、
教
育

効
果
が
上
が
る
児
童
数
、
学

級
数
な
ど
も
重
要
で
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
辺
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

答
弁
・
阿
彦
教
育
長

　

確
か
に
、
児
童
数
の
減
少

だ
け
で
統
合
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
統
合
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
要
因
と
し

て
、
２
つ
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
校
舎
を
は
じ
め

と
し
た
学
校
施
設
の
老
朽
化

の
問
題
、
も
う
ひ
と
つ
は
小

学
校
だ
け
の
統
合
で
は
な

く
、
小
学
校
と
中
学
校
を
一

つ
の
校
舎
に
入
れ
て
一
貫
し

た
教
育
を
行
う
、
小
中
一
貫

教
育
を
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
９

年
間
を
見
通
し
た
義
務
教
育

を
充
実
さ
せ
、
教
育
効
果
も

上
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
考
え
も
あ
り
ま
す
。

　

近
い
将
来
と
し
か
言
え
ま

せ
ん
が
、
皆
様
の
ご
意
見
、

周
り
の
環
境
な
ど
い
ろ
い
ろ

考
え
な
が
ら
、
進
め
て
い
く

べ
き
だ
ろ
う
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

問
・
統
合
の
検
討
を
近
い
将

来
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
急
が
な
く

て
も
よ
い
の
で
す
か
。

答
弁
・
平
田
町
長

　

早
め
に
教
育
委
員
会
と
協

議
し
な
が
ら
し
っ
か
り
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

意
見
・
保
護
者
の
意
見
を
聞

く
な
ど
、
一
日
も
早
く
準
備

に
入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

※
世
永
議
員
は
、
こ
の
ほ
か

に
も
次
の
よ
う
な
質
問
を
し

て
い
ま
す
。

◆
施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て

問
庁
舎
移
転
後
、
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
２
階
を
歴
史
と
文

化
を
伝
承
す
る
資
料
館
に
で

き
な
い
か
。

答
庁
舎
移
転
後
の
跡
地
等
の

利
用
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

検
討
に
入
っ
て
い
く
。
関
心

を
持
っ
て
い
る
方
も
多
い
の

で
、
計
画
は
早
め
に
周
知
す

る
。

◆
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
の

利
活
用
に
つ
い
て

問
利
活
用
の
現
状
に
つ
い

て
、
ま
た
、
緊
急
避
難
施
設

と
し
て
整
備
で
き
な
い
か
。

答
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や

サ
ー
ク
ル
の
ほ
か
、
学
校
や

保
育
所
等
の
利
用
が
あ
る
。

　

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

は
、
指
定
緊
急
避
難
場
所
で

あ
る
の
で
、
防
災
体
制
の
整

備
を
徹
底
す
る
。

今年度舞戸小学校入学式のようす

町役場庁舎隣にある山村開発センター

小夜地区にある指定緊急避難場所　勤労者体育センター

（ 10 ）
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令
和
元
年
第
２
回
臨
時
会

が
10
月
18
日
に
開
か
れ
ま
し

た
。

　

本
臨
時
会
に
は
、
報
告
第

５
号
と
議
員
発
議
第
３
号
の

２
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
全
議
案
と

も
全
会
一
致
で
議
決
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
議
案
は
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
報
告

地
方
自
治
法
第
１
８
０
条

の
規
定
に
よ
る
専
決
処
分

　

令
和
元
年
６
月
11
日
に
議

決
し
た
、
赤
石
渓
流
線
道
路

改
良
工
事
に
係
る
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
２

５
１
万
１
６
４
０
円
追
加
し
、

契
約
金
額
を
９
５
０
２
万
１

６
４
０
円
に
改
め
る
こ
と
を

専
決
処
分
し
た
も
の
。 10月18日

第２回
臨時会

▼
発
議
第
３
号

町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正�

可
決

（
改
正
内
容
）　

議
会
議
員

の
現
議
員
数
が
議
員
定
数
の

12
名
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

常
任
委
員
会
定
数
の
特
例
措

置
を
廃
止
す
る
た
め
の
改
正
。

・�

常
任
委
員
会
の
委
員
定
数

を
特
例
措
置
の
５
人
か
ら

定
数
の
６
人
と
す
る
も
の
。

鰺ヶ沢町議会議員補欠選挙
当選議員を紹介
各議員の抱負は

　

一
戸
千
代
久
議
員
が
亡
く

な
ら
れ
、
町
議
会
議
員
の
欠

員
が
３
人
（
定
数
12
の
６
分

の
１
に
あ
た
る
２
人
を
超
え

る
欠
員
）
と
な
っ
た
た
め
、

９
月
29
日
町
議
会
議
員
補
欠

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

選
さ
れ
た
各
議
員
と
抱
負
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

①　

町
民
ク
ラ
ブ

②　

浜
町
79
番
地
13

③　

�　

多
く
の
町
民
の
皆
様
の
ご
支
持
に

よ
り
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
鰺
ヶ
沢
町
職
員
と
し
て
37
年
間

勤
務
し
た
経
験
を
生
か
し
、
町
民
の

声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①　

五
衛
会

②　

舞
戸
町
字
上
富
田
１
３
６
番
地
10

③　

�　

私
は
、
町
民
の
生
活
が
第
一
を
訴

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
当
町
の
人
口
減
を
心
配
し
て
お

り
ま
す
。
議
会
に
お
い
て
過
疎
化
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、

当
町
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

①　

五
衛
会

②　

南
金
沢
町
字
床
夏
２
１
４
番
地
２

③　

�　

皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
り

初
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
町
民
が
主
役

の
行
政
を
基
本
と
し
て
頑
張
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
皆
様

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

佐
さ

藤
とう

　薫
かおる

（61歳）

田
た

中
なか

　亨
とおる

（67歳）
須
す

藤
とう

　一
はじめ

（63歳）

①
　
所
属
会
派

②
　
住
　
　
所

③
　
私
の
抱
負

　

採
決
後
、
町
議
会
議
員
補

欠
選
挙
で
当
選
さ
れ
た
議
員

が
次
の
よ
う
に
常
任
委
員
会

委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員

　
　

佐
藤　

薫　

議
員

産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員

　
　

須
藤　

一　

議
員

　
　

田
中　

亨　

議
員

（ 11 ） 令和元年11月28日発行議会広報あじがさわ 第160号
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東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
半

　
復
興
か
ら
地
方
創
生
へ

　
　
　
大
槌
町
地
域
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
及
び

　
　
　
　
お
お
つ
ち
地
場
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
調
査

　

町
議
会
で
は
、
９
月
18
日
、
19
日
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
復
興
し
地
方
創
生
事
業
を

行
っ
て
い
る
岩
手
県
上
閉
伊
郡
大
槌
町
を
訪
れ
、
地
域
産
業
活
性
化
の
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
、
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　

視
察
内
容
に
つ
い
て
、
神
孝
議
員
の
リ
ポ
ー
ト
で
紹
介
し
ま
す
。

　岩手県上閉伊郡大槌町は、岩手県東部海岸の中ほどに位置してい
ます。町内の約90％が山林原野地域となっており、リアス式海岸特
有の入り組んだ地形で、眺望の良い展望ポイントが随所にあります。
　2011年３月11日に発生した東日本大震災では、津波や発生した
火災により、町の人口の約１割（1,286人）が犠牲となりました。
現在は復興した街並みが広がっています。
  令和元年８月31日現在の総人口　11,715人

令和元年度議員行政視察

岩手県上
かみ

閉
へ

伊
い

郡
ぐん

大
おお

槌
つち

町
ちょう

９月18日（水）
　�おおつち地場産業活性化
センター（安渡地区研究棟）

９月19日（木）
　�大槌町文化交流センター
旧役場庁舎跡地

　

今
年
度
の
議
員
視
察
研
修

は
、
８
年
前
の
東
日
本
大
震

災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

岩
手
県
上
閉
伊
郡
大
槌
町
を

訪
れ
、
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

９
月
18
日

お
お
つ
ち
地
場
産
業
活
性

化
セ
ン
タ
ー
（
安
渡
地
区

研
究
棟
）

・
大
槌
町
の
震
災
か
ら
の
復

興
状
況
に
つ
い
て

　　

町
の
復
興
工
事
（
盛
土
、

区
画
整
理
、
住
宅
造
成
な

ど
）
は
ほ
ぼ
終
わ
り
、
防
潮

堤
、
水
門
工
事
、
橋
り
ょ
う

の
一
部
を
残
す
の
み
と
な
っ

て
い
る
。

　

空
地
も
多
く
な
っ
て
お

り
、
空
地
バ
ン
ク
と
い
う
も

の
を
つ
く
り
、
不
動
産
業
者

を
介
し
て
土
地
を
必
要
と
す

る
人
と
の
仲
介
を
行
っ
て
い

る
が
、
住
宅
の
跡
地
利
用
は

今
後
も
大
き
な
課
題
と
な

る
。

　

仮
設
住
宅
も
半
数
以
上
は

撤
去
さ
れ
、
仮
設
住
宅
か
ら

の
住
み
替
え
が
進
ん
で
い

て
、
復
興
住
宅
を
内
陸
（
盛

岡
市
や
花
巻
市
）
に
構
え
、

住
所
を
移
す
人
も
多
く
な
っ

て
い
る
。

　

公
共
施
設
の
再
建
も
進

み
、
小
中
学
校
や
県
立
大
槌

病
院
の
整
備
も
終
え
、
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め

の
子
ど
も
教
育
セ
ン
タ
ー
の

整
備
や
、
公
民
館
・
集
会
所

の
津
波
浸
水
区
域
以
外
へ
の

整
備
が
進
ん
で
い
る
。

　

住
み
慣
れ
た
土
地
か
ら
離

れ
た
く
な
い
住
民
も
多
く
、

住
み
替
え
す
る
場
合
に
は
、

地
区
の
復
興
協
議
会
と
話
し

合
い
を
し
な
が
ら
進
め
て
き

た
と
の
こ
と
。
震
災
後
８
年

経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
地

区
の
関
係
性
も
希
薄
に
な
っ

て
お
り
、
新
た
に
町
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
合
支
援
室
を

設
け
ソ
フ
ト
面
で
の
ケ
ア
を

進
め
て
い
る
と
の
こ
と
。

Ｒｅｐｏｒｔｅｐｏｒｔ

議員行政視察議員行政視察

大槌町

岩手県

大槌町の復興と産業について説明を受ける議員

（ 12 ）
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〈
14
ペ
ー
ジ
に
続
く
〉

・
大
槌
町
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
従
来
の
モ
ノ
、
し
く
み
、

組
織
な
ど
を
改
革
し
て
新
た

な
価
値
を
創
造
す
る
）
事
業

に
つ
い
て

施
設
を
再
整
備
し
利
用
、
も

う
１
棟
は
今
年
中
に
完
成
予

定
）
の
整
備
を
行
っ
た
。

　

施
設
（
機
器
も
含
む
）
の

総
工
費
は
２
億
４
０
０
０
万

円
で
、
地
方
創
生
拠
点
整
備

交
付
金
と
過
疎
債
と
で
整
備

さ
れ
た
と
の
こ
と
。

・
大
槌
町
に
お
け
る
農
業
と

地
産
地
消
推
進
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

９
月
19
日

大
槌
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
（
お
し
ゃ
っ
ち
）、
旧

役
場
庁
舎
跡
地
な
ど
町
内

の
復
興
状
況
視
察

　

２
日
目
の
こ
の
日
は
、
語

り
部
ガ
イ
ド
に
よ
る
東
日
本

大
震
災
当
時
の
状
況
に
つ
い

て
、
説
明
を
受
け
た
。

　

大
槌
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
で
は
、
震
災
前
の
大
槌

町
を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
を

前
に
、
震
災
時
の
津
波
や
火

災
発
生
の
様
子
を
聞
い
た
。

・�

地
震
の
後
、
海
の
引
き
潮

は
強
く
、
海
底
が
見
え
た

こ
と

舎
前
で
災
害
対
策
本
部
を

開
く
準
備
を
し
て
い
た
、

町
長
は
じ
め
役
場
職
員
40

名
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と

　

次
に
、
震
災
の
記
録
映
像

を
見
た
後
、
震
災
資
料
の
見

学
を
し
、
あ
ら
た
め
て
被
害

の
大
き
さ
を
感
じ
た
。

　

こ
の
後
、
町
内
（
次
の
場

所
）
の
復
興
状
況
を
語
り
部

ガ
イ
ド
と
共
に
バ
ス
で
訪
れ

説
明
を
受
け
た
。

・
城
山
公
園

・
旧
役
場
庁
舎
跡
地

・
蓬
莱
島

　

こ
の
事
業
は
、
震
災
後
事

業
が
減
る
こ
と
を
前
提
に
、

産
業
振
興
を
本
格
的
に
行
う

た
め
数
年
前
か
ら
考
え
ら

れ
、
学
識
経
験
者
等
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
そ
の

拠
点
と
な
る
加
工
施
設
（
お

お
つ
ち
地
場
産
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
安
渡
地
区
研
究
棟
は

今
年
３
月
竣
工
）
と
淡
水
・

海
水
等
で
行
う
魚
貝
類
生

産
・
育
成
の
実
証
、
水
耕
農

作
物
の
実
証
を
行
う
実
証
棟

２
棟
（
１
棟
は
元
々
あ
っ
た

Ｂ棟　地場産業活性化センター
桃畑実証棟

　元々漁協がアユ養殖に利用していた施
設。震災・平成28年台風10号の影響で被災
後、町が取得し施設を再整備。業者に貸出
し、淡水を利用した稚魚養殖を行う予定。

Ａ棟　地場産業活性化センター
安渡地区研究棟

　施設内にスチームコンベクション（焼く、煮る、
蒸す、炊く等万能調理器）、ブラストチラー＆ショッ
クフリーザー（食品を一気に冷却可能）、プロトン急
速冷凍機（食品の細胞破壊を防ぐ冷凍機）等を完備
する加工施設で、高付加価値加工の研究機能をもつ。

Ｃ棟　地場産業活性化センター
赤浜実証棟

　令和元年中に完成予定で海水を用いた、
サーモン、ワカメ、カキ等の養殖やウニの
畜養を想定。

大槌町イノベーション事業の概要

Ｂ
棟
・
Ｃ
棟
で
生
産
し
た
原
材
料
を
Ａ
棟

へ
運
び
、
試
作
品
作
成
や
加
工
を
行
う

　

農
業
生
産
高
は
岩
手
県
内

33
市
町
村
中
31
・
32
番
程

で
、
大
き
な
規
模
で
は
な

く
、
土
地
の
風
土
に
合
い
、

良
質
の
も
の
が
採
れ
、
鳥
獣

被
害
（
シ
カ
に
よ
る
食
害
）

を
受
け
に
く
い
、
ピ
ー
マ
ン

の
生
産
高
が
高
い
。
こ
の
ほ

か
に
原
木
シ
イ
タ
ケ
や
ク
レ

ソ
ン
栽
培
に
取
り
組
む
農
家

も
い
る
。
農
業
の
労
働
力
不

足
を
解
決
す
る
た
め
、
ピ
ー

マ
ン
の
軸
切
り
や
選
果
作
業

を
障
害
者
施
設
に
委
託
す
る

農
福
連
携
の
取
り
組
み
も
あ

る
。

・�

火
災
の
熱
は

お
寺
の
釣
鐘

を
溶
か
す
ほ

ど
の
温
度

（
１
０
０
０

度
以
上
）
で

あ
っ
た
た
め

行
方
不
明
者

が
依
然
と
し

て
多
い
こ
と

・�

旧
大
槌
町
役

場
跡
地
付
近

の
津
波
の
高

さ
は
11
ｍ
あ

り
、
当
時
庁

安渡地区研究棟で担当職員から説明を受ける議員

施設内にある機器

語り部ガイドから震災当時の状況を聞く議員

（ 13 ）
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�

〈
13
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
〉

行
政
視
察
を
終
え
て

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年

後
に
大
槌
町
を
訪
れ
た
こ
と

が
あ
り
、当
時
か
ら
見
る
と
、

復
興
は
確
実
に
進
ん
で
い

た
。
土
地
の
整
備
や
建
物
も

再
建
さ
れ
、
産
業
振
興
で
も

町
民
の
所
得
を
上
げ
て
い
こ

う
と
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
話
合

い
、
事
業
を
つ
く
っ
て
い
る

町
の
取
り
組
み
に
感
心
し
た
。

　

原
材
料
生
産
か
ら
加
工
・

販
売
流
通
な
ど
を
行
い
、
新

た
な
価
値
を
創
造
す
る
事
業

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
有
意

義
な
研
修
で
し
た
。

�

（
記　
　

神　

孝
）

　議会日程は、議会運営委員会において
正式に決定されます。
　開催日程、一般質問の議員氏名、質問
事項については町防災無線、町ホーム
ページでお知らせします。詳しくは、議
会事務局へお問い合わせください。
　議会傍聴受付は、町役場３階議会事務
局前で行っています。

第４回定例会の予定� 議会の傍聴にお越しください

▼
12
月
５
日（
木
）

　
　
　
開
会
予
定
で
す

︽
開
会
後
の
日
程
は

　
　
次
の
と
お
り
で
す
︾

▽
12
月
８
日（
日
）

　
　
一
般
質
問

▽
12
月
９
日（
月
）

　
　
総
括
質
疑
、
討
論

　
　
採
決
、
閉
会

大槌町内復興のようす

城
しろ

山
やま

公園
高台に位置し、桜の名所としても知られ、
東日本大震災時には町民の多くがここに避難
をした。
ここから復興した町と大槌湾を一望できる。

旧役場庁舎跡地
震災時、津波被害を受けた役場庁舎
は取り壊され、一面にクローバーが
植えられている。

蓬
ほう

莱
らい

島
じま

井上ひさし氏原作ひょっこりひょう
たん島のモデルと言われる島。震災
時、島の灯台・鳥居、島まで続く防
波堤は、津波の被害を受け、震災後
に再建された。

特
集
「
ま
ち
再
発
見
」

は
休
載
し
ま
し
た

　平日、お仕事などで議会傍聴できない方も、
是非この機会に傍聴ください。

今年も開催します
　一般質問　日曜議会

第３回定例会一般質問傍聴者は26人でした

Ｒｅｐｏｒｔｅｐｏｒｔ

議員行政視察議員行政視察
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